
お気楽Gear-labニュースレター第７号です。 

Gear-Labができるまで。泣いた。笑った。感動した。 （その７） 

前号までは今だから話せるとんでもない

貧乏暮らしの話しでしたが、結果的に３

年間ハワイ大学で空手指導員として生

活していました。帰国前の極貧生活は私

自身のなかでは大きな転換期でもあった

ようです。日本に帰ってきて実家で心身

ともに復活すると身体から湧き出てくるエ

ネルギーは自分で言うのも変ですが、ま

るで蒙古馬。それに若さと横柄さが健在

しており廻りの方々に迷惑ばかりかけて

いました。 

プロとして空手やキックの試合出場を再

開したのですが、それだけでは食べてい

けません。そこで、大学が建築科だった

ので設計事務所に勤めました。入社のた

めの面接時に「私はプロキックボクシン

グとプロ空手の選手なので練習のた

めに毎日夕方５時には仕事をあがり

たいです。」という何とも傍若無人横

暴卑劣の条件を新入社員でありなが

らその会社社長に申し上げたのです。

非常識と言えばその通りですが、私の

身体は夕方になると全身がガタガタ震

えるくらい練習がしたいという完全な

病気です。 

実はまだ格闘技で生きていく夢を捨て

きれなかったんです。今はＫ－１など

の闘えるステージがあってうらやましく

もあります。でもなくて良かったのか

も。 

その会社社長は私の横暴ぶりを見事

に包み込むくらいの人物でした。「お

お～。プロか。是非やんなさい。徹底

的にリングで暴れなさい。プロの魂を

みんなに見せてやりなさい。」・・・正直

凄いプレッシャーでした。（̃＿̃；） 

仕事時間中は無能ながら全力でや

り、夕方から毎日２時間半ほどの練習

を一日も欠かさずやり、また海外に出

て行くことを密かに考えていました。 

そうしながらも遊び大好きで毎週友人

のヨットに乗るようになるのですが、

ヨットに乗りすぎて人生の羅針盤が狂

い始めました。Gear-Labのラジコン

フィッシングボートを開発するきっかけ

Gear-Lab製品をご利用ありがとうございます。 

旅の中で一番楽しみなのが、その土地の料理ですが私は

特に全国の地鶏屋さんをあちこちと食べて廻っています

ので今ではもう地鶏評論家のように思ってます。比内地

鶏、名古屋コーチン、薩摩地鶏どれも美味しいのですが、

私は若鳥の柔らかい肉よりも薩摩地鶏の軍鶏の親鳥の

硬い肉を塩味だけで炭火で焼いたものが噛みごたえはあ

りますが旨いと思います。宮崎には当たり前にあります

が、それでも味の差はかなり違います。宮崎で一番メ

ジャーなのが「丸万」ですが、この“ももやき”は薬のような

常用性があるのではないかというくらいにクセになります。 

またメニューがシンプルで初めての人も安心、ビールと酒と

もも焼き、そしてキュウリしかないのです。 

お店に入ると「何本ね？」ともも焼きの本数を聞かれるだけ

という、このぶっきらぼうでありながら優しいオーダーの取り

方は妙に嬉しいのです。ちなみに鹿児

島と宮崎でいう酒とは“焼酎”のことです

が、この焼酎が地鶏にピッタリなので

す。この組み合わせは酒飲みにとって

は致福の嬉しさ。この旨い地鶏屋さんは

宮崎以外では福岡に３件、東京にたっ

た１件という希少価値の高さです。思い出したらヨダレが。 

Gear-labは普通の釣具店にはない

新しく夢のある逸品釣具を紹介し続

けます。 全国の熱い人たちと共に

本当に良いものを世の中に出すこ

とに真剣であり常識にとらわれない

商品開発や逸品釣具を求める方と

のみチームを組んでいきます。 
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釣り人が創る逸品釣具 ぎあ・らぼ  

となったのですが、ロマン溢れる海とヨッ

トの話しをさせていただきます。 

30feetのヨットでの私の役目は力任せに

ウインチを回したり、デッキを走り回って

シートを引っ張ったりするクルーです。海

風にあたり、波の音を聞くために船に

乗っていたような気もします。ヨットで弓

角やタコベイトを引いて青物がかかるの

は最高の遊びです。壱岐という島まで片

道９時間かけて行ったり、韓国へアリラン

レース、沖縄への長い航海。何にもない

退屈なヨットの上で教わったのは高杉晋

作の「面白きこともなき世を面白く。」を人

生の縮図として実感したことです。 

３００リットルの水が４人ではすぐになくな

ります。だから身体を洗うのはスコール

が来るのを予測して少量の真水と石鹸

で身体を洗い歯を磨き、そのあと予測通

りのスコールで洗い流すことです。たま

に空模様の予測が外れて雨が降りませ

ん。海水では油が固まったようになり流

せないのでカミソリで全身の毛を剃り落

とします。あそこの毛もツルツルで。面倒

になり頭もツルツルに。 

徳之島の海に潜ると伊勢エビがかなり獲

れました。豪華伊勢エビ鍋。地元の人が

寄ってきてこの料理は「なぐさみ」だと

言ってましたが漁港で漁師とドンチャン

騒ぎです。    （次ページに続く→） 



〒813-0016 福岡市東区香椎浜2丁目5-2-701 

Ｔｅｌ ０９２－６６３－５１９６ 

Ｆａｘ ０９２－６６３－５１０２ 

Ｍａｉｌ ＮＱＥ５０２１０＠ｎｉｆｔｙ．Ｃｏｍ 

このお気楽ニュースレターのバックナンバーをご希望の方はメール

ください。少しお時間を頂けるのであれば差し上げます。 

つづき→ 赤銅色に日焼けした漁師の話しは近海だけでなく

マルハの漁船で遠洋漁業にでかけた話しは最高です。

ドーバー海峡の恐ろしさ、マゼラン海峡の亡霊、マダガスカ

ル島の天国のような自然の話しなどは、つきることがあり

ません。 久々に飲んだ冷えたビールは４人で夜明けまで

８０本。２時間寝て「寝過ぎると目が腐れるぞと」たたき起こ

されても、しっかり座禅を組み、ヨットの上では水を得た魚

のように動き廻る私たちは間違いなく異常者なのかもしれ

ませんが、体育会系なので説明のしようがありません。 

さて外洋にヨットででると潜水艦に出くわす確立が高くなり

ます。ヨットは港湾に出入りする以外はエンジンを殆ど廻し

ていないので潜水艦のソナーには映らないのでしょう。い

きなり近くからとビルのような物体が海面に浮上してくる姿

はまるで鯨です。初めてのときは腰が抜けそうになりまし

た。特に玄界灘はいろんな国の潜水艦の通り道なのでしょ

う。怪しい潜水艦に出会う確立が高いのです。 

また近くの海でも外国という意識が船に乗っていると感じ

ます。博多湾の中にも怪しい船はいます。自動小銃のカラ

シニコフを持ったままこっちへ来いと手招きする中国船籍

らしい船には流石に私も全速で逃げたくなります。 

ある日福岡市ヨットハーバーにいると二本マストの大きな

ヨットが入ってきました。何故か白人男性が一人で操舵し

てます。接岸を手伝ってやりながら、「どこから来た？」「ア

メリカから」「一人？」「そう一人。妻と新婚旅行だったけど

フィリピンのミンダナオ島のビーチで日光浴していたら、自

動小銃をもったボートが近づき妻をさらわれた。」と言うの

です。２カ月間ポリスに捜索願いをしたが、   （続く→） 
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毎月の新製品に追われ、全国を旅

しながら、モノづくりと販売のお手伝

いをしています。 

お気軽にメールください。面白い釣

具があれば全国どこへでも参上し

ます！一杯呑みましょう。（̃。̃） 

福山克義（ふくやまかつよし） 

メール NQE50210@nifty.com 

携帯     090-8406-9591 

最近はショックリーダーとPEラインを結ぶFGノット治具に

どっぷり浸かっており、日頃の開発スピードにはなりません

が、最近は益々妥協を許さない真面目なGear-Labになっ

ています。（̃＿̃；） 落としギャフも先月リリース予定でした

が、６月にずれ込んでいます。でも自分自身にNGを出した

ことでカッコイイギャフが出来つつあります。ポケットサイズ

の小さくて的確に引っ掛けてくれるギャフです。 

５ｋｇ以内の魚なら簡単に引き上げられる機能的な落とし

ギャフです。 ・・・さてとフィールドテスト～！ （̃＿̃；） 

「落としギャフ」６月リリース 

お気楽ＤＥＴＣＨこと福山でした 

Gear-labホームページ 

http://www.gear-lab.com 

反政府ゲリラが盛んなところで捜索はやってくれなかったら

しく、アメリカにも帰れず日本に来たと言います。（； ；） 

 EVER GREENという世界一の台湾国籍の海運企業をご存

じでしょうか？福岡に大きな観覧車があるのですが一回り

大きな観覧車をその横に立ててしまったEVER GREEN会長

の記者会見でのことですが、「横に観覧車があるのに何故

また観覧車を建てたのですか？」という質問に「気がづきま

せんでした。」という回答をした常識がちょっと違う方です。

ヨット付き合いで関係があり、ちょうど彼を見かけたのです

が、なんとこの時代に影武者が二人いるのです。つまり会

長が３人でその横にスーツ姿のSPが二人づつ。SPの胸の

あたりは間違いなく銃を忍ばせていて少し膨らんでいます。

３人の会長がそれぞれ別々のリンカーンタウンカーのリム

ジンに乗り込み福岡都市高速を飛ばして行きます。大企業

を一人で立ち上げてきたなかで、何か個人的な恨みを買っ

ているのかも、まるでゴルゴ１３の標的になりそうな人です。 

海は、やっぱり既に海外なのです。そんな話しは船を通し

てたくさんあり、いろんな物語がはらんでいます。 

そうした中で２０万円のラジコンフィッシングボートを造った

私たち４人も妙な男達です。本職のヨットビルダーとアング

ラー、そしてラジコン。そんな遊びのスキルのジョイントで製

造したトローリング専用艇にルアーを引かせました。造船技

術については誰にも負けないと思っているし、魚に負けな

いパワフルな船のトルク。６０cmのFRP船でなんと最高７０

cmのシーバスまで釣ってしまいます。私たちの発想は船が

ウキなのです。大阪府警や海上保安庁からの注文もあり、

釣具開発ということにGear-Labが立ち上がろうとしていまし

た。Gear-Lab誕生の裏話しでした。     次回につづく。 

Gear-lab 

しっかり「絞め太郎」６月リリース。 
FGノット治具を開発しながら思ったのですが、１０号以上の

ハリスに針を結んだり、ジギングのアシストフックに使う溶

接リングに２０号クラスのリーダーを結ぶのがいかに大変

かを感じました。ラインが太いと結びが甘くなりやすいので

す。そこで針やリングをハリスにしっかり締め込みができる

ような治具を開発しました。コンパクトでまたまたカッコ良さ

を求めました。 仕掛けはしっかり絞め込んで安心した釣り

を楽しんでください。 

                どうぞお楽しみに。（＾。＾） 


